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米価下落対応資金の創設（福島県）ＪＡ東西しらかわ 

 

タイトル 米価下落対応資金の創設          ＪＡ名 ＪＡ東西しらかわ 

１ 動機 

（経緯） 

平成２２年産米の米価下落を受け，農家組合員の収入減少による資金繰りの悪

化に対応するため，平成２２年１０月２１日に新たな資金を創設しました。 

本資金は，営農にかかる運転資金だけではなく生活資金にも対応し，農家組合

員の生活の安定を目的としています。 

２ 概要 1 資金名称  平成２２年度米価対策特別資金 

2 資金使途  営農及び生活に要する資金 

（例)・農業資材・農機具等の購入等 

・ＪＡの既往借入金当期償還金・購買未収金・共済掛金 

・その他生産・生活に要する資金 

3 貸付限度額 個人３００万円・法人５００万円（減収額の範囲内） 

4 貸付利率  １.５％（固定），つなぎ融資は無利子 

5 貸付期間  ５年以内、つなぎ融資は６か月以内 

6 保  証  連帯保証人１名以上、つなぎ融資は無保証 

7 取扱期間  平成２２年１０月２１日～平成２３年１月３１日 

３ 成果 

（効果） 

平成２２年１０月２１日～平成２３年１月３１日 

【取扱実績】 取扱件数１２件  取扱金額１３,５６０千円 

４ 今後の

予定（課題） 

広報誌掲載・チラシ配布等で資金のＰＲを実施しましたが，予想より取り扱い

が少なく，如何にして多くの方にご利用いただくかが課題であります。 

今後も地域農業の持続的な発展のため，利用者ニーズの把握に努めるとともに，

農畜産物販売価格の急激な低迷・災害資金等で利便性のある資金をいち早く提供

し，農家組合員を支援して参ります。 

 

＜広報ＰＲチラシ抜粋＞ 

   

 


